
議
員　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
原
子
力
サ
イ
エ
ン
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
平
成
25
年
度
業
務
目
標
、

内
容
は
何
か
。

総
合
政
策
部
長　

東
海
村
が
単
独
で
具
現

化
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
茨
城
県
、
Ｊ

Ａ
Ｅ
Ａ
、
近
隣
自
治
体
も
含
め
、
国
の
協

力
も
得
て
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
。
推
進

体
制
は
、
意
思
決
定
機
関
の
推
進
会
議
、

実
質
的
な
検
討
機
関
の
幹
事
会
を
設
置
す

る
。
平
成
25
年
度
の
業
務
目
標
は
、
７
月

中
に
第
１
回
幹
事
会
を
立
ち
上
げ
、
構
想

の
目
指
す
方
向
性
に
沿
っ
て
何
を
や
る
か

を
決
め
る
。

議
員　

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
大
学
も

推
進
会
議
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
補
正

予
算
を
念
頭
に
、
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

頭
出
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
７
月
と
言

わ
ず
早
く
動
く
必
要
が
あ
る
。　
　
　

総
合
政
策
部
長　

議
員
指
摘
の
と
お
り
、

議
員　

原
子
力
災
害
地
域
防
災
計
画
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
は
い
つ
か
。

経
済
環
境
部
長　

６
月
中
に
実
施
す
る
。

議
員　

避
難
計
画
の
策
定
は
い
つ
か
。
新

規
制
基
準
が
設
置
を
求
め
る
「
フ
ィ
ル
タ

付
ベ
ン
ト
」
は
放
射
性
希
ガ
ス
を
除
去
で

き
ず
「
被
ば
く
し
て
も
良
い
」
と
す
る
に

等
し
い
計
画
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長　

今
年
度
を
目
途
に
県
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
作
成
す

る
。
被
ば
く
を
避
け
実
効
性
の
あ
る
計
画

策
定
に
努
め
た
い
。

議
員　

福
島
原
発
事
故
以
来
一
貫
し
て
脱

原
発
を
主
張
し
続
け
る
村
上
達
也
村
長

は
、避
難
計
画
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

村
長　

東
海
村
は
予
防
的
防
護
措
置
準

備
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
で
全
員
が
避
難
す

る
。
村
民
の
３
８
，０
０
０
人
、
車
１
４
，

０
０
０
台
は
一
斉
に
避
難
で
き
な
い
。
ア

国
、
県
、
周
辺
自
治
体
、
大
学
、
研
究
機

関
や
住
民
の
代
表
が
加
わ
っ
た
組
織
を
考

え
て
い
る
。
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
推

進
体
制
を
作
り
な
が
ら
検
討
し
、
早
く
着

手
す
る
。　
　
　
　
　

議
員　

基
礎
研
究
で
終
わ
り
で
は
な
く

て
、
継
続
性
が
非
常
に
重
要
。
本
村
を
開

発
の
本
拠
地
と
考
え
る
こ
と
。

メ
リ
カ
は
、
原
発
の
立
地
指
針
を
人
口
の

少
な
い
地
帯
と
避
難
計
画
が
立
て
ら
れ
る

所
と
し
て
い
る
。
私
は
、
東
海
村
の
よ
う

な
所
に
原
発
を
置
き
平
然
と
し
て
い
る
国

は
、
原
発
を
持
て
る
と
は
思
え
な
い
。
避

難
計
画
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
や
っ
て

み
る
が
、
避
難
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
こ

と
を
実
証
し
た
い
。

新
政
会　

吉
田　

充
宏　

議
員

問　

原
子
力
サ
イ
エ
ン
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
業

務
目
標
は

答　

７
月
中
に
第
１
回
幹
事
会
を
立
ち
上
げ

た
い

日
本
共
産
党　

川
﨑　

篤
子　

議
員

問　

原
子
力
災
害
避
難
計
画
策
定
は
無
理
で

は
な
い
か

答　

計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
を
実
証
し

た
い

構想の目指す方向性

福島原発事故から３年目
一
般
質
問
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